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校
本

『定
家
卿
自
歌
合
』

二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
竹
清
文
庫
蔵
「廿
四
番
哥
合
」
翻
刻
付
七
本
校
異

小

林

一

彦

 

『定
家
卿
自
歌
合
』
は
、
『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
と
は
異
な
り
、
四

十
八
首
二
十
四
番
か
ら
成
る
歌
合
で
あ
る
。
勝
負
付
お
よ
び
判
詞
は
な
く
、

伝
本
に
は
巻
首
に
序
を
持
つ
も
の
が
多
い
。
早
く
か
ら
真
作
が
疑
わ
れ
、

定
家
仮
託
の
自
歌
合
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

 
小
稿
は

『定
家
卿
自
歌
合
』
の
校
本
を
提
供
す
べ
く
、
現
時
点
で
比
較

的
善
本
と
考
え
ら
れ
る
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
竹
清
文
庫
蔵

「廿
四

番
歌
合
」
(外
題
)
の
全
文
を
翻
刻
紹
介
し
、
こ
れ
に
七
本
に
よ
る
校
異

を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
ま
ず
、
披
見
し
得
た
七
本
に
つ
い
て
書
誌
を
記
す
。

二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
竹
清
文
庫
蔵
本

 
寛
永
二
十
年
写
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
帖

[略
称

「竹
」]

 
列
帖
装
。
朽
葉
色
地
菊
花
紋
表
紙

(竪
二
五

・
五
×
横

一
八

・
二
糎
)
。

外
題
、
左
肩
短
冊
型
題
籏

「定
家
卿
消
息
/
廿
四
番
寄
合
」
(別
筆
)。
表

紙
右
下
隅
に
「秋
」
(墨
書
)
の
一
字
あ
り
。
料
紙
、
鳥
の
子

(雲
母
引
)
。

墨
付
全
二

一
丁
。
遊
紙
、
前
な
し
、
後

一
丁
。
折
数
二
折
、
第

一
折
五
枚
、

第
二
折
七
枚

(但
し
第

一
折
初

一
丁
、
第
二
折
最
終
丁
は
各
見
返
し
に
貼

付
)。
内
題
な
し
。
「定
家
卿
消
息
」
(『近
代
秀
歌
』
遣
送
本
。
奥
書

「
こ

れ
は
承

元

の
比

鎌
倉

右
大
臣

以
仲

章
/

朝
臣

寄
を

可
詠

や
う

を

尋
を

く
ら

る

〉
/

時

民
部

卿

定

家

所
被

注

遣
也

云
々
」
)

と
合

写

。

な

お
、

第

一
折

「定

家

卿

消
息

」
、
第

二
折

「
廿

四
番

寄
合

」

と
各

折

は
各

作

品

に
対

応

し

て

い
る
。
「
廿

四

番
寄

合
」

は
墨
付

一
二

丁
。
序

あ

り
。

序

、

和
歌

本

文

と
も

に
毎
半

葉

一
〇

行
。

和
歌

一
首

二
行
書

き
。

字
面

高

さ
約

二

一
・

四
糎

。
番

数
記

載
位
置

は
高

さ
を

和
歌

に
揃

え
、
行

を
改

め

「左

(右
)
」

を
略

二
字

下
げ

、
歌
題

は

さ
ら

に
そ
れ

よ
り
略

二
字

分

の
空

白

を
設

け

て

記

す
。
序

と
歌
合

本
文

と

の
間

の
見
開

き
、

一

一
丁
裏

に
三

行
散

ら

し
書

き

に
て

「
烏

帽

子
狩

衣

/
著

た

る
男

/

一
人
」
、

一
二
丁
表

の

ほ
ぼ
中

央

に
は

「僧

一
人

」

と
墨

書
。
奥

書

は

二

一
丁
裏

に

「
右

一
冊

以
細

野

図
書

頭
為

景
/

本
書
写

校
合

畢
干
時

/
寛

永

廿
年

七
月

下
旬
」

と
や

や
大

ぶ
り

に
墨

書
、

書
写
奥

書

と
認

め
ら
れ

る
。

印
記

は

「
二
松
学

舎

/
大

学

附
属

/

図
書

館

印
」

(
一
丁

オ
、
方

朱
)

・

「
二
松

学
舎

大

学
図

書

館

蔵
書

」

(同

、

小
長

方
朱

)

・

「
竹
清

・
馬
越

文

庫
」

(同

、

長
方

青

)

・

「
竹

清
蔵

」

(同
、

長

方
朱

)

・
他

一
印

〔
「
金

華
堂

」

と
読

む

か
〕

(同
、

半

円
朱

)
、

「
金
花

園
」

(裏

見
返

し
、

長
方

朱
)
、

二

一
丁
裏

に

一
印

(長
方

朱
)

擦
消

あ
り
。

表
紙

左
上

隅

(見
開

き
面

で
は
左

右
上

隅

と

な

る
)

に

水
損

の
跡

が
残

る

が
、

文
字

の
判

読

に
障

り
は
な

い
。

「
金
花

園

」

の
印

一56一



か
ら
、
若
山

滋
古

の
所
蔵

に
帰

し
た

一
時
期

が

あ

っ
た
ら

し

い
。

島
原

市
立
図
書

館

松
平
文
庫

蔵
本

(松

一
三
九

・
二
七
)

 

〔
江
戸
前

期
〕
写

 

 

 

 

 

 

一
冊

[
略
称

「
松

」
]

 
袋

綴
。
標
色

卍
繋

地
牡

丹
唐

草
文
様

空
押

表
紙

(竪

二
七

・
五

×
横

一

九

・
六

糎
)
。

外
題

、
左

肩

短
冊

型

白
紙

題

籏

「
二
十

四
番

自

歌
合

作
者

不
考
」

(別

筆
)
。

料

紙
、

斐
楮

交

漉
紙

。

墨
付

全

一

一
丁
。

遊

紙
、

前

一

丁
、

後
な

し
。
内
題

、

「
謁
合
」
。

序

な
し
。

毎
半

葉

八
行
、

和
歌

一
首

二

行
書

き
。
字

面
高

さ
約

二

一
・
二
糎

。
番
数

記
載

位
置

は
和

歌
本

文
行

頭

に
揃

え
、
改
行

し
略

}
字

下
げ

に

て

「
左

(右
)
」
、
略

】
字

空
格

を
設

け

歌

題

を
記

す
。

印

記

「
尚

舎

源

忠

房
」

(最

終

一
二
丁

ウ
、

長

方

青

)
、

「
文
/
庫

」

(同
、
楕

円
朱

陰
刻

)
。
奥

書

な
し
。

遊
紙

袋
部
分

に

「
廿

四

番
自

調
合
 

一
校
畢

」

の
紙
片

が
挾

み
込

ま
れ

て

い
る
。

宮
内

庁
書

寮

部
蔵
伝

道
晃

法
親

王
筆

本

(
一
五

五

・
=

三
二
)

 

〔
江
戸
初

期
〕
写

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
一
帖

[
略
称

「
書

」
]

 
列

帖
装
。
表

紙

は
松
葉

色
地
、
中
央

に
上

下

を
分

か
ち

て
金
繍
横

二
線
、

上
半

分

に
若

葉
色

で
牡
丹

胡
蝶

を
織

り
出

し
た
古

裂

(竪

一
六

・
二

×
横

一
五

・
七
糎
)
。
外

題
、

表
紙

中

央

、
布

目

斐
紙

に
金

泥

を
施

し

た
短

冊

型
題

籏

「
定
家

卿

四
十

八
首
歌

合
」

(別
筆

)
。
料

紙
、

鳥

の
子
。

金

泥

に

て
蜘

締

・
菊

水

・
濡

流

・
繊
草

な
ど

の
下
絵

を
施

し
、

あ

る

い
は
白

・
藍

で
牡

丹
唐
草

・
菊
楓

秋
草

な
ど

を
具

引

き
す

る
。
墨
付

全

】
五
丁

。
遊

紙
、

前

一
丁
、
後

な
し
。

前
遊

紙
裏

に
朝
倉

茂

入

の
極

札

「
照
高

院
殿

道

晃
親

王
定
家
卿
/
四
拾
八
首
之
/
寄
合
」
貼

付
。

折
数

二
折

、
第

一
折

四
枚
、

第

二
折

五
枚

(但

し
第

一
折
初

一
丁
、

第

二
折

最

終
丁

は
各

見

返

し
貼
付

)
。

内

題

「
四
拾

八
首

之

歌
合

 
定

家

卿
」
。

序

あ

り
。

序

・
歌

合
本

文

と

も

に

毎

半
葉

七
行

。
和
歌

一
首

二
行
書

き
。

字

面
高

さ
約

=

二
・
五
糎

。

番
数

の
記

載

位

置

は
和

歌

本
文

行

頭

に
揃

え
、

改

行

の
後

や
は

り

行

頭

よ

り

「
左

(右
)
」
、

一
字

空
格

を
設

け
歌
題

を
記

す
。

イ
本

校
記

一
箇

所

あ
り

、

同

筆
。

奥
書

な
し
。

印
記

「
図

書
/
寮

印

」

(巻

首
、

方
朱

)
。

 

伝
承

筆
者

の
道
晃

法
親

王

(
一
六

=

一～

七

九
)
は
後
陽

成
天

皇
皇

子

。

母

は

三
位

局

(古

市
胤

栄

女
)
。

聖

護
院

門

跡
、

園
城

寺

長
吏

を

つ
と

め

た
。
真

筆

か
否

か
は
審

か

で
な

い
。

内

閣
文
庫

蔵

「
賜
盧

拾
葉
」

所

収
本

(
二

】
七

・

一
】
)

 

天
保

三
年

、
新
見

正
路

写
 

 

 

 

 

 

一
冊

[
略
称

「
内

」
]

 

袋
綴

。
海

老
茶
色

無
地

の
叢
書

用
後

表
紙

(
竪

二
三

・
七

×
横

一
六

・

九

糎
)

。
外

題
、
表

紙
左

肩
短

冊
型

題
籏

「
賜

藍
拾
葉

 

三
十

二
」
 

(別

筆

)
。
料

紙
、
斐
楮
交

漉
紙

(補

修
あ

り
)
。

墨
付

全

=

一丁

、
遊

紙

な

し
。

扉

題

「
定

家

物

語
」

「
定

家

卿

自

歌

合

入
群
書
類
従
」

「
屏

風

寄

十

二
首
」

「
切

目

王

子

会

和

歌
懐

紙

写

」

「
阿

仏

作

和

寄

抄
物

明
融
真
蹟
写
」
。

内

題

「
定
家

物
語

」

「
四
十

八
首
之
寄

合

 
定
家

卿

」
「
賀

屏
風
十

二
首
和

謂

」
。

全

冊

一
筆

書

き

で
あ

る
。

「
定

家
物

語
」

は

二
丁
表
裏

の

一
丁
分

し

か
残

存

せ
ず

、
以

下
落

丁
。

ま
た
、

扉
題

に
記

さ

れ
た

「
切

目

王

子
会
和

歌
懐

紙

写

」

「
阿
仏

作

和

寄
抄

物
明
融
真
蹟
写
」

は
、

現
在

、
当

該

冊

中

に
存

し

な

い
。
印
記

「
日
本

/
政

府
/

図
書

」

(
二
丁

オ

・
一
二
丁

ウ
、

方
朱

)

・

「
内

閣
/

文
庫

」

(
二
丁

オ

・
八
丁

オ

・
一
二
丁

ウ
、
方

朱

)

・

「
浅

草

文

庫
」

(
二
丁
オ
、

長
方
朱

)
。

 

「
四
十

八
首
之

寄
合

」
は
墨

付
全

七

丁
。
序

あ

り
、
序

・
和

歌
本

文

と

も

に
毎

半
葉

九
行

、
和

歌

一
首

一
行

。
字

面
高

さ
約

一
八

・
○

糎
。

番

数

一57一



記
載
位
置
略
二
字
下
げ
、
歌
題
は
さ
ら
に
大
幅
に
位
置
を
下
げ
て
撰
集
類

の
作
者
名
に
相
当
す
る
辺
り
に
記
す
。
奥
書

「右

一
巻
以
古
写
本
書
写
畢

干
時
/
天
保
壬
辰
四
月
朔
日
/
源
正
路
」
(九
丁
ウ
)。

 
賜
薦
拾
葉
は
第

一
集
よ
り
第

一
二
集
ま
で
現
存
九
五
冊

(元
来
は

=

一

〇
冊
か
)。
幕
臣
新
見
正
路

(本
姓

「源
」
)
が
文
政
天
保
頃
に
書
写

・
編

集
し
た
叢
書
で
あ
る
。
正
路
は
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
文
庫
名
を
賜

藍
文
庫
と
称
し
た
。
将
軍
か
ら
御
池
の
藍
の
一
葉
を
賜
っ
た
か
ら
と
も
、

祖
先
の
拝
領
し
た
家
紋
が
丸
に
藍
の
形
で
あ
っ
た
か
ら
と
も
言
う
。

中
野
幸

幽
氏
蔵
本

 
元
禄
十
年
、
上
村
正
敬
写
 
 
 
 
 
 
 
一
冊

[略
称

「中
」]

 
袋
綴
。
灰
汁
色
卍
繋
地
牡
丹
唐
草
文
様
空
押
表
紙

(竪
二
二
・
九
×
横

一
六

・
○
糎
)。
外
題
、
左
肩
白
紙
短
冊
型
題
籏

「定
家
卿
四
十
八
首
寄

あ
わ
せ
/
こ
せ
ん
ひ
せ
つ
三
十
二
首
和
寄
/
た
く
あ
ん
百
し
ゆ
の
和
寄
」、

中
央
打
付
書

「定
家
/
後
撰
秘
説
/
た
く
あ
ん
」
(別
筆
、
後
代
)。
本
文

共
紙
見
返
し
剥
落
後
、
扉
題
、
左
肩
打
付
書

「定
家
卿
四
十
八
首
う
た
あ

わ
せ
/

こ
せ
ん
ひ
せ
つ
三
十
二
首
和
寄
/
た
く
あ
ん
百
首
の
和
寄
」
(外

題
の
題
籏
と
位
置

・
字
形
を
似
せ
る
。
別
筆
、
後
代
)。
料
紙
、
斐
楮
交

漉
紙
。
墨
付
全
三
二
丁
。
遊
紙
、
前

一
丁
、
後
な
し
。
内
題

「
四
拾
八
首

寄
合
 
 
定
家
卿
」
「後
撰
秘
説
伝
授
歌
且
三
拾
二
首
」
「百
首
」。
全
冊

一
筆
書
き
、
三
三
丁
表
に

「元
禄
十
丑
ノ
年
八
月
十
二
日
写
之
 
上
村
正

敬
」
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
印
記

「九
曜
文
庫
」
(
一
丁
オ
、
長
方
朱
)

・

「中
野
/
蔵
書
」
(同
、
方
朱
)。

 

「
四
拾
八
首
寄
合
」
は
墨
付
全
七
丁
。
字
面
高
さ
約

一
九

・
三
糎
。
序

あ
り
。
序

・
和
歌
本
文
と
も
に
毎
半
葉
九
行
、
和
歌

一
首

一
行
書
き
。
番

数
記
載
位
置
略
二
字
下
げ
、

一
字
分
空
格
後

「
左

(右
)
」
続
け
て
歌
題

を
記
す
。
奥
書

「文
亀
元
菊
月
上
旬
之
天
於
徳
生
/
庄
櫃
玉
閑
居
之
書
写

所
也
」
(八
丁
オ
)。
文
亀
二
年
に
為
家
自
筆
本
を
以
て
書
写
し
た
と
い
う

群
書
類
従
本
の
本
奥
書
を
僅
か
な
が
ら
遡
る
、
最
古
の
本
奥
書
を
持

つ
。

群
書
類
従
本
 
巻
第
一一百
二
十
所
収
 
内
閣
文
庫
蔵
本

(二

一
四

・
三
八
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
冊

[略
称

「
類
」]

 
袋
綴
。
赤
香
色
布
目
表
紙

(竪
二
五

・
七
×
横

一
八

・
一
糎
)。
外
題
、

左
肩
単
郭
付
短
冊
型
白
紙
題
籏

「塁
書
類
従

二
百
廿
」
(刷
)。
料
紙
、
楮

紙
。
無
辺
無
界
、
印
面
高
さ
約
二
〇

・
○
糎
。
版
心
、
「巻
二
百
二
十
」
、

下
辺
に
丁
付

コ

(～
六
十
八
了
)」。
遊
紙
、
前

一
丁
、
後
な
し
。
第

一

丁
(内
題
前
)
に

「撃
書
類
従
巻
第
二
百
廿
/
検
校
保
己

一
集
/
和
謁
部
七

十
五
自
歌
△口四
」
と
刻
書
。内
題
、
「後
鳥
羽
院
御
自
歌
合
編
鰯
紅
隣
加
糊
卸
乱
姻
」

「四
十
八
首
謁
合
 
 
定
家
」
「家
隆
卿
百
番
自
歌
合
」
「隆
祐
朝
臣
百
番

自
歌
合
」。
印
記

「太
政
官
/
文
庫
」
(
一
丁
オ

・
六
八
丁
ウ
、
方
朱
)
あ

り
。
ま
た

「記
録
局
管
/
理
大
蔵
省
/
図
書
之
記
」
(大
円
朱
)
を

「消

印
」
に
て
消
去
す
る
。

 

「
四
十
八
首
謂
合
」
は
全
八
丁

(九
～
十
六
)
。
序
あ
り
、
序
題
は

「定
家
卿
自
歌
合
」
に
作
る
。
序

・
和
歌
本
文
と
も
に
毎
半
葉

一
〇
行
、

和
歌

一
首

一
行
に
梓
刻
。
奥
書

「為
家
卿
自
筆
之
以
本
書
写
畢
/
文
亀
二

年
臓
月
念
二
日
 
 
亥
国
在
判
/
右
定
家
卿
珊
八
首
自
歌
合

一
巻
以
浜
田

侯
秘
蔵
古
紗
本
書
写
畢
」。

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

「歌
合
類
纂
」
所
収
本

(中
古

=

・

 

〔江
戸
後
期
〕
写
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
冊

[略
称

「東
」]

八
)
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袋
綴
。
桑
色
無
地
表
紙

(竪
二
三

・
七
×
横

一
五

・
八
糎
)。
外
題
、

左
肩
短
冊
型
題
簸

「歌
合
類
纂
 
十
」。
料
紙
、
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
全

=
二
二
丁
。
遊
紙
、
前
な
し
、
後

】
丁
。
内
題

「四
十
八
首
謁
合
 
 
定

家
」
「家
隆
卿
百
番
自
歌
合
」
「隆
祐
朝
臣
百
番
自
歌
合
」
「永
福
門
院
百

番
御
自
歌
合
」
「慈
照
院
殿
御
自
寄
合
」
「発
孝
法
印
自
寄
合
」
「道
堅
法

師
自
歌
合
」
「豊
原
統
秋
自
歌
合
」
「十
市
遠
忠
自
歌
合
 
 
兵
部
少
輔
中

原
遠
忠
」
「細
川
右
京
大
夫
自
歌
合
」。
印
記

「東
京
帝
/
国
大
学
/
図
書

印
」
(見
返
し
、
大
印
方
朱
)

・

「国
文
」
(同
、
小
印
朱
)

・

「中
尾
/

蔵
書
」

二

丁
オ
、
方
朱
)。
な
お
当
該
冊
の
小
口
書
は

「九
」、
第
九
巻

(第
九
冊
)
の
そ
れ
は

「十
」
で
、
各
々
取
違
え
て
記
す
。

 

「
四
十
八
首
調
合
」
は
墨
付
全
六
丁

(二
～
七
)。
序
あ
り
、
序
題
は

「定
家
卿
自
歌
合
」
に
作
る
。
序

・
和
歌
本
文
と
も
に
毎
半
葉

一
一
行
、

和
歌

一
首

一
行
書
き
。
字
面
高
さ
約

一
八
・
四
糎
。
奥
書

「為
家
卿
自
筆

之
以
本
書
写
畢
/
文
亀
二
年
騰
月
念
二
日
 
 
實
国
在
判
/
右
定
家
卿
珊

八
首
自
歌
合

一
巻
以
浜
田
侯
移
蔵
古
紗
本
書
写
畢
」
(七
丁
オ
)。

 
歌
合
類
纂
は
全
十
巻
十
冊
。
「在
民
部
卿
家
寄
合
」
に
は
じ
ま
り

「
細

川
右
京
大
夫
自
歌
合
」
に
至
る
、
平
安

・
鎌
倉

・
室
町
時
代
成
立
の
歌
合
、

全

一
二
四
編
を
収
載
し
た
叢
書
。
編
者
未
詳
。
全
巻
の
内
容
は
ご
く

一
部

を
除
き
群
書
類
従
巻
第
百
八
十

(和
歌
部
三
十
五

歌
合
一)
か
ら
巻
第
二

百
廿
二

(和
歌
部
七
十
七

自
歌
合
六
)
に
相
当
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
収
録

す
る
。
調
査
時
は
巻
四
を
除
く
九
冊
を
披
見
し
得
た
。

 
以
上
七
本
の
書
誌
的
情
報
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
略
諸
本
の
本
文
上
の
特

徴
な
ど
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

 
ま
ず
松
で
あ
る
。
松
は
序
を
持
た
な
い
。
定
家
自
身
が
制
作
の
動
機
に

つ

い
て
語

る
と

い
う
体
裁

を
採

る
序

は
、
作

品
を
規

制

す
る

上

で
重

い
意

味
を

有

し

て

い
る
。
そ

の
序

を
欠

く
松

に
は
、

当
該

作
品

を

定
家

の
自

歌

合

で
あ

る
と

す

る
明

徴

が
窺

え

な

い
。

「
調

合
」

と

の

み
記

す
内

題
、

さ

ら

に
別
筆

な
が

ら

外
題

「
二
十

四
番

自
歌

合

作
者
不
考
」

は
、

作

品

が
す

で
に
何
人

の
自

歌
合
な

の
か
判
ら

な
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と

を
物

語
る
。

竹

(底

本
)

に
対

す

る
異

同

87
箇

所
中

、
各

伝
本

が
持

つ
異

文

の
数

は
、

東

37
、

類

33
、

松

・
中

29
、
宮

24
、
内

18
、

書

16
で
あ

る
が

、

独
自

異
文

に
限
れ

ば
松

は

20
と
突
出

し

て
お
り

、
以
下

中

12
、
書

9
、

内

8

と
続

い

て

い
る
。
松

の
独

自
異

文

に
は
、
歌

題

「杜

郭
公

」

の
14
番

歌

四
句

「
行

ぬ

に
名

の
る
」

(諸

本

「
ま

た
ぬ

に
な

の
る
」
)

や
25
番

歌
結

句

「
松

の
さ

よ
ひ

め
」

(諸

本

「
ま

つ
ら

さ
よ

ひ
め
」
)
等

、
明

ら

か

に
劣

る
と
思

わ

れ

る
例

が

少

な
か

ら
ず
見
出

せ
、

本
文

は
良
質

と

は
言

え
な

い
。

 
次

に
類

・
東

・
中

・
宮

の
四
本

で
あ

る
。

類

は
独
自

異
文

を

持

た
な

い

が
、

そ
れ

は
類

の
異
文

が
す

べ
て
東

に
も

共
通

し

て
見
ら

れ

る
と

い
う
事

情

に
よ

る
。

例

え
ば

20
番

歌

二
句

「
月

に
わ

か
る

〉
」

(
諸

本

「
風

に
わ

か
る

》
」
)

は
傍

記

に
至

る

ま

で
合

致

す

る
な

ど
、
両

者

は

極

め

て
親

密

な
関
係

に
あ

る
。

東

の
独
自

異
文

は
4
例

だ
が
、

番
数

コ

番

」

を

コ

首

」

と
誤

記
、

30
番
歌

歌
題

「
暮
秋

露
」

を
誤
脱

、
等

々
不
注

意

に
よ

る

単

純

な
誤

り
が

目

に

つ
き
、
本

文

は
類

に
比
し

て
劣
性

で
あ

る
。

一
冊

に

合

写

さ
れ

た
他

の
九
作

品

に
も
末
尾

に
群

書
類

従
所

収
本

と
同

じ
奥

書

が

認
め

ら
れ

、
東

は
類

の
転
写

本

で
あ

る

と
推
断

さ

れ
る
。

類

・
東

の
両
本

の

み
に
共

通
し

て
見

ら
れ

る
異
文

は
14
例

、
そ

の
な

か

に
は

「
な

に
は
江

」

を
詠

じ
た

13
番

歌

の
歌
題

を

「
河
辺

早
夏

」

(諸

本

「
海
辺

早

夏
」
)

と
す

る
誤

り
が

含

ま
れ

る
。
中

は

25
番

歌

「
行
月

の
」

(諸

本

「
月

の
行

く

」
)

や

45
番
歌

結
句

「
こ
ゑ

の
里
く

」

(諸

本

「
こ
ゑ

く

の

さ
と

」
)
等

の
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独
自

異
文

を
持

つ

一
方

、
必

ず

し
も
善

良

と
は
言

え
な

い
本
文

も

見
受

け

ら
れ

る
。

例

え
ば

14
番
歌

三
句

「
時

雨
」

(諸
本

「
ほ
と

〉
き
す
」
)

は
お

そ

ら
く

「
時
鳥
」

の
誤

り

で
あ

ろ
う

し
、
前

後

に
月

の
結
題

が
並

ぶ

20
番

歌

の
歌
題

「
花
前

風
」

(諸
本

「
月
前
風

」
)

も
誤

写

に
よ

る
も

の
で
あ

ろ

う
。

類

・
東

・
中

・
宮

の
四
本

に
見

ら
れ

る
共
通

の
異

文

は
7
例

を
数
え

る
が
、

13
番

歌

二
句

「
あ

し

の
軒

は

の
」

(他

本

「
あ

し

屋

の
軒

の
」
)
、

37
番
歌

初

句

「
い

つ
は
り

に
」

(
同

「
い

た

つ
ら

に
」
)

や
、

宮

の
誤

脱

(こ
と
な

り
ー

こ
と

り
)

一
箇
所

を
除

い
て
序

の
本
文

が
完
全

に

一
致
す

る
な
ど
、

こ

の
四
本

は
他
本

と
対

立
す

る
本

文
を

共
有

し

て

い
る
。

類

・

東

、
さ
ら

に
中

お
よ
び

宮
を

加

え
た
グ

ル
ー
プ

は
、
他

の
諸
本

に
比

し

て

や

や
系
統

を
異

に
す

る
伝
本

群

と
位
置

づ

け
ら

れ
る
。

 
書

と
内

と
は
相

互

に
特

別

近
し

い
本

文
を

持

つ
と
は

言
え

な

い
が
、
諸

本

43
番
歌

初
句

「
雲

そ
う

き
」

に
対

し
両

本

と
も

「
雲

に
う

き
」
、

同

29

番
歌

「
う

ら

の
と
ま
や
」

に
対

し

「
浦

の
芦

屋
」

(書

)

「
そ
ら

の
藍

屋
」

(内

)
と
共

通
性

が
見

ら
れ

る
。

ま
た
、

直
前

の
歌

題

を
承

け
る
場
合

、

「題

同
」

(竹

)

と

「
同

題
」

(松

・
中

・
宮

・
類

・
東

)

の
対

立
が
看

取

さ

れ

る
が
、
書

・
内

の
両

本

は

7
番

歌

を

「
同
題

」
、

24

・
26
番

歌

で

は

「題

同
」

と
す

る
な
ど
、

と

も

に
統

一
性

を
欠

い
て

い
る
。
書

の
独
自

異

文

と
し

て
は
、
序

「
是

し
る

す
」
、

28
番

歌
結
句

「
今
夜

よ

る
ら
ん

」
、

43

番
歌

二
句

「色

に
み
せ

ぬ
」
等

が
指

摘

で
き

る
が
、

い
ず

れ
も

誤
写

誤
脱

に
起

因
す

る
と
判
断

し

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

内

は
17
番

四
句

「
日

の
か
け

う

つ
る
」

(諸

本

「
日

か
け

わ
け

た
る
」
)
な

ど
注
意

す

べ
き
独

自
異

文
を

持

つ
も

の
の
、

惜

し
む

ら
く

は
38
番

歌
結

句

に
欠
脱

が
存

在

す
る
。

 
最

後

に
竹

で
あ

る
。

竹

は
唯

一

「
鳥

帽

子
狩

衣
著

た

る
男

一
人
」

「
僧

一
人
」

の
記
述

を
持

ち
、

際
立

っ
た
特

徴

が

認

め
ら

れ

る
。

「
又
そ

の

か

た

ち
を
画

図

に
う

つ
し

て
左

右

に
わ

か

つ
道

俗

こ
と
な

り

と

い

へ
と

も
愚

身

こ
れ

ひ
と

つ
な
り
」

と

い
う
序

の
内

容

と
深

く
関

わ
る

こ

の
記

述

を
、

前

稿

(注
ω

拙
論

)

に

お

い
て
、

竹
を

遡
源

す

る
系

統

の
本

に
か

つ
て
道

俗

二
態

の
定

家

の
姿
を

描

い
た

「
画
図

」
が
確

か
に
存
在

し

て

い
た

こ
と

を
物
語

る
証

拠

で
あ

る
と
指

摘

し
た
。

こ
れ

に
対

し
、
川

平

ひ

と
し
氏

は

慎
重

な
態
度

を

示
さ

れ
、
次

の
よ
う

な
可
能

性

に
も
言
及

さ

れ

た
。

 

 

む
し

ろ
逆

に
、
竹

清
文

庫
本

の
記

載
を

後
出

の
も

の
と
考

え
る

こ
と

 

 

も

で
き

よ
う

。
序

の
叙

述

を

汲

ん

で
、
後

代

の
プ

ソ

イ

ド
ー
定

家

が

 

 
進

ん

で

記
入

し

た

と

い
う

可
能

性

も
あ

る

だ
ろ

う
。

「
其

形

」

の
解

 

 
釈

の
問
題

に
立

ち
戻

っ
て
言

え
ば

、
事

実

「
画
図
」

に
描

か
れ

た
と

 

 

し

て
、

そ

れ
は

す
な

わ
ち
定

家

そ

の
人

の
姿

を

か
た
ど

っ
た
も

の
と

 

 
断

じ

て
よ

い
か

ど
う

か
も
、

な

お
留
保

さ

れ
て
よ

い

の
で

は
な

か
ろ

 

 
う

か
。

(注
ω

川
平

氏
論

文

)

し

か
し
な

が
ら
、

後
代

の
何
者

か
が
定
家

の
自

歌
合

ら
し

く
装

う

た

め
に

記
入
し

た

と
す

れ
ば

、
像

主

が
定
家

で
あ
る

こ
と

を
知
ら

し

め
る

よ
う

な

記

載
内

容

で
な

く

て
は
意

味

を

な

さ
な

い
よ

う

に
思

わ
れ

る
。

「
鳥

帽

子

狩
衣
著

た

る
男

一
人

」
「
僧

一
人

」

以
外

に
、

よ

り
効
果

的

な

書

き
様

は

少

な

か
ら
ず

存

し
た

で
あ

ろ
う
。
序

の
内

容

を
具

現
す

る
と

し

て
、
敢

え

て

こ

の
よ
う

に
記
し

た

必
然

性

が
想

察

し
難

い
。

同
様

に
、

「
画
図

」

の

場
合
も

定
家

そ

の
人

の
姿

を

か

た
ど

る
よ
う
腐

心

し

て
こ
そ
、

効
力

を

発

揮

す

る

の
で
は

な

い
か
。
竹

を
遡

源

す
る
系

統

の
祖

本

に
は

画
図

が
描

か

れ

て
お
り
、

絵
を

模
写

す

る

の
は
和
歌

を
書

写
す

る
よ
う

に
は

い
か
な

い

た
め
、

い

つ
の
時

点

か
は
判

然

と
し
な

い
も

の
の
、

書
写

者

が
そ

れ
ぞ

れ

半

葉

を
充

て

「
鳥

帽

子
狩

衣
著

た

る
男

一
人

」
「
僧

一
人

」

と
絵

の
現
状

を
書

き
留

め
た

と
解

す
方
が

、
蓋

然
性

が
高

い
の
で
は
な

い
か
。

一60一



 
竹

の
奥

書

に
見
え

る

「細

野

図
書
頭

為
景

」

と
は
藤

原
幌
窩

の
長

子

に

し

て
、
伯
父
為

将

の
後

継

と
な
り

下
冷
泉

家
を
嗣

い
だ
為

景

(
一
六

一
二
～

五

二
)

に
違

い
な

い
。
寛

永

二
十
年

(
一
六

四
三
)

に
は

三
十

二
歳

で
存

命

し

て
お

り
、
そ

の
所
持

本

を
書
写

し

た

の
が

竹

と

い
う

こ

と
に
な

る
。

奥

書

は
文
字

も
大
振

り

で
、
本

文

と
同
じ

大

き
さ

で
書

か
れ
た

「
定
家
卿

消

息
」

の
本

奥
書

と
は

明
ら

か

に
様

相
を

異

に
し
、

さ
ら

に

「廿

四
番

歌

合

」
末

尾

か
ら
半

丁
以

上

の
空

白
を

置

き
丁
を

替
え

て
記

さ

れ
て

い
た
。

奥

書

「
右

】
冊

…
」

は

、
為
景

所
持

本

を
丸

々

一
冊
写

し

た

よ
う

に
解

せ

る
。

「
廿
四
番

歌
合

」

(
『
定
家

卿
自

歌
合

』
)

は

「定
家

卿

消
息
」

す

な
わ

ち
定
家

真
作

の
歌
論

書

『近
代

秀
歌

』

と
合
綴

さ

れ
て
定

家

子
孫

の
手

許

に
伝

存

し

て

い
た
可

能

性
も

窺

え
、

「
子
孫

の
た

め

に
し

て

こ
れ

を

し
る

す
」

と

い
う

序

の
文
言

が
改

め

て
注
視

さ
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

叙

上

の

ご

と
く
、
竹

は
甚

だ
注

目

す

べ
き

伝
本

と
言

う

こ
と
が

で
き

る
。

 
 
『
定
家
卿

自
歌

合
』

は
、

中

・
宮

お
よ
び

類

・
東

の
本

奥
書

が
示

す

と

お
り
文
亀

(
一
五
〇

一
～

四
)
頃

に
は
あ

る
程
度
流

布

し

て

い
た

と
想
像

さ

れ
る
。

し

か
し
な
が

ら
、

類
が

記

す
為

家

自
筆
本

の
存

在

と
な

る
と
俄

に
は
信
じ
難

い
。

本
奥

書

の
古

さ
で

は
中

・
宮

・
類
が
注

意

さ
れ

る
が
、

下

冷
泉
家

の
歌

学
を
受

け
継

ぎ
、

後
年
家

を

再
興

す

る
に
至

る
為
景

所
持

本

を
親
本

と

す
る
竹

は
、

そ

の
素

性

と
と

も

に
、

道
俗

二
態

の
画
図

が
存

在

し
た
痕

跡
を

留

め
、

か

つ
諸
本

に
比

し

て
善
良

な
本

文
を

保
持

す

る
。

底

本

に
相

応

し

い
と
判

断

し
た
所

以

で
あ

る
。

注
(1
) 

冷
泉

為
臣
編

 

 

国
書
刊
行
会
)
、

『
藤
原
定
家
全
歌
集
』
(昭

一
五
 
文
明
社
、
昭
四
九
再
刊

『群
書
解
題
』
(樋
口
芳
麻
呂
氏
執
筆
)
、
久
保
田
淳
氏

『訳
注

 

藤

原
定
家
全

歌
集
』

(昭

六

一 

河
出
書

房
新
社
)

な
ど
参

照
。
稿
者

も
諸
先

 

学

の
験
尾

に
付
し

て
些

か
そ

の
真

偽

に
論
及

し
た

こ
と
が
あ

る

(「
定
家
と
長

 

明
-

『定
家
卿
自

歌
合
』

の
真
偽

に
及

ぶ
ー

」
(
『藝

文
研
究

』
六
九
 
平
七

・

 
 

一
二
))
。
ま

た
近
時

、
川
平

ひ
と
し
氏

に
よ

っ
て
序

文
の
詳
細
な
読

み
が
提

供

 

さ
れ

た

(「
『定
家
卿

自
歌
合
』

箋
註

(
一
)
」

(『跡
見
学

園
女

子
大
学
国
文

学

 

科

報
』

二
五
 

平
九

二
二
)
)。

「非
定
家

を
読

む
こ
と
、
す
な

わ
ち
そ

れ
は
定

 

家

を
読

む
こ
と
に
他
な
ら
な

い
」

と
さ
れ
る
氏
の
、
作
品
世
界

の
深
層

へ
と
向

 
 
か
う
読

み
込

み
は
極

め
て
魅

力
的

で
あ
り
、
続
稿
が
鶴
首

さ
れ

る
。

(2
) 

追
記
 
参
照
。

(3
) 

井
上
宗
雄
氏

「
叢
書
探
訪
⑫

 
賜
薗
拾
葉
」

(『日
本
古
典
文
学
会

々
報
』

四

 
 
二
 

昭
五

一
・
九

)
に
詳

し

い
。

(4
) 

『
国
書

総
目
録
』
第

十
巻
叢
書
目
録
、

『和
歌
大
辞
典
』
当
該
項
目

(久
保
田

 

淳
氏
執
筆
)
参
照
。

(5
) 

注

(1
)
『群
書
解

題
』、
川
平
氏
論

文
に
言

及
が
あ
る
。

〔付
記
〕
貴
重
な
資
料
の
翻
刻
を
御
許
可

い
た
だ
い
た
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館

お

よ
び
種
々
御
配
慮
を
添
な
く
し
た
小
林
憲
二
氏
は
じ
め
館
員
の
皆
様
、
御
所
蔵
本
の

閲
覧
調
査
に
際
し
格
別
の
御
厚
情
を
賜
っ
た
中
野
幸

一
氏
と
御
高
配
を
頂
戴
し
た
兼

築
信
行
氏
、
宮
内
庁
書
陵
部

・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

・
島
原
市
立
図
書
館
松
平

文
庫

・
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
の
各
位
に
、
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

〔追
記
〕
校
正
段
階

で
川
平

ひ
と
し
氏

よ
り
宮
城
県
図
書
館

に

一
本

(「
詠
歌
大
概

〔他

5
種
〕
」
ζ
O
一
一.一・B
一)

が
存
す
る
旨
ご
教
示
を
得

た
。
氏

は
稿
者

が
校

本
作
成
中

と

存
知

さ
れ
る
や
該
本
写

真

の
コ
ピ
ー
を
直

ち
に
御

恵
送
下

さ
り
、

急
遽
校

異
を
書

き

加
え

る
恩
典

に
恵
ま
れ

た

(略
称

「宮

」。
奥
書

は

「文
亀
元
菊
月

上
旬
之
天
於
徳
生

/
庄
櫃

玉
閑

居
之
書
写
畢
」

「右
以
正
本
書
写
焉
者
也
/
宝
暦
癸
未
仲

秋
日
/
藤
原
博

兼

(花
押

)」

と
読
め

る
。

中
野
幸

一
氏
蔵
本

と
同

系
統

か
)。

ま
た
、

平
成
十
年
度

和
歌
文

学
会
大
会

(於
東
洋
大

学
)
図
書
展

観
で
は
新
出

の

一
本

(伝

飛
鳥
井
宋
世

筆
)
が
展
示

さ
れ
た
。
同
本

に

つ
い
て
も
川

平
氏

は
私
信
に
て
御
教

示
下
さ

っ
た
が
、

詳
細

は
他

日
を
期
し
た

い
。
川
平
氏

の
御
厚
情

に
衷

心
よ
り
御

礼
申

し
上
げ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

(こ
ば
や
し
 

か
ず

ひ
ご
)
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凡
 
例

一
、

『定
家

卿
自

歌
合
』

の
校

本

で
あ

る
。

一
、
底
本

は

二
松

学
舎

大
学

附
属

図
書

館
竹

清
文
庫

蔵

「
廿

四
番

寄
合
」

 

(外
題

)
を

用

い
た
。

一
、
底
本

の
翻
刻

に
あ

た

っ
て

は
、
原

本

の
面
影

を
残

す

べ
く
努

め
た
。

改
行
、

番
数

・

「右

(左

)
」

・
歌
題

の
位

置

は
原
本

の
通

り

で
あ

る
。

た
だ

し
、
便
宜

上
、

以
下

の
よ
う
な

処
置

を
施

し

た
。

 

1
、

旧
字

・
異
体
字

等

は
原

則

と
し

て
通
行

の
字
体

に
改

め
た
。

 

2
、

丁
数

は
漢
数

字
を

以

て
示

し
、
各

葉

の
表
裏

は
」

に
よ
り
区

別

 
 

し
た
。

 

3
、
和

歌
歌

頭

に
連

番

を
付

し
た

。

 

4
、
校

異

の
当

該
箇

所

を
明

示
す

る
た

め
右
傍

に

「
*
」

を
付

し
た

。

一
、
校
異

は
底

本

の
翻
刻

に
続

き
、

「
歌

番
号

*
底

本
本

文
!

対
校

本
文

」

の
形

で
こ
れ
を

一
括

し

て
後

掲

し
た

(空
格

・
欠

字

は

[ 

]

で
示

し
た
)
。

そ

の
際

、
以

下

の
場
合

は
原

則

と
し

て
略

に
従

っ
た
。

 

1
、
仮

名

の
字
母

・
漢
字

(同
訓

の
別
字

を
含

む
)

の
字

体

の
別

 
 

例

「
川
-

河
」

「
歌
-

寄

・
謂
」

「
故
寺
-
古

寺

」
「
中

空
ー
半

天

」

 

2
、
漢
字

・
仮

名

の
別

 
例

「
山
1

や

ま
」

 

3
、
仮

名
遣

い
の
別
 
例

「
む

め
ー

う

め
」

「
ら

む
ー

ら
ん
」

 

4
、

訓

み
が
確

定

で
き

な

い
場
合

(
「
咲

ぬ
」

な

ど
)

を
除

く

送

り

 
 

仮
名

の
有
無

 
例

「
更
-

更

に
」

 

5
、

名
詞

と
名

詞

を

つ
な

ぐ

「
の
」

「
か
」

の
有

無
 

例

「
筥

中
-

 
 

箱

の
内

」

「
世
中
-

世

の
中

」

「
む
め

か
え
」

梅
枝

」

 

6
、
補

入

・
見
せ
消

ち

・
重

ね
書

き

に
よ
る
訂

正
本

文

が
底
本

の
ぞ

=

 
れ
と

一
致
す
る
場
合

7
、
踊
り
字

(繰
り
返
し
記
号
)
の
異
同

校
合
に
用
い
た
諸
本
と
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 
 
島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
 
(松
)

 
 
宮
内
庁
書
寮
部
蔵
伝
道
晃
法
親
王
筆
本
 
(書
)

 
 
 
内
閣
文
庫
蔵

「賜
藍
拾
葉
」
所
収
本
 

(内
)

 
 
 
中
野
幸

一
氏
蔵
本
 
(中
)

 
 
 
宮
城
県
図
書
館
蔵
本
 
(宮
)

 
 
 
群
書
類
従
本
 
巻
第
二
百
二
十
所
収
 
内
閣
文
庫
蔵
本
 
(類
)

 
 
 
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

「歌
合
類
纂
」
所
収
本
 
(東
)

 
同

一
異
文
が
複
数
諸
本
に
わ
た
る
場
合
は
、
掲
出
本
文
は
初
出
の
対

校
本
の
本
文
に
依
っ
た
。

 
な
お
、
こ
の
他
に
序
の
み
が

『八
洲
文
藻
』
に
も
収
載
さ
れ
る
が
、

完
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

「八
洲
文
藻
」

(四
五
二

・
七
)
に
よ

れ
ば
、
本
文
は
群
書
類
従
本
の
そ
れ
と

一
致
す
る
。

予
少
年

の
む
か
し

よ

り
暮
齢

の
い
ま

に

い
た

る
ま

て
前

後

に
詠

す

る
と

こ
ろ

の
和
寄

つ
も

り

て
筥

中

に
み

て
り

し

か
れ
と

も

口
業

の
因
縁

と
な

り

て
更
身

後

の
資
糧

に
あ

ら
す
因

薙
今

い
さ

〉
か
滅
罪

生
善

の

は

か
り

ご
と
を

め
く

ら
さ

む

か
た
め

に
愚
詠

の
中

よ
り

四
十

八
首

の
謂
を

ぬ
き

い
て

〉

一
巻

の
寄
合

と
す

又

そ

の
か
た

ち
を
画

図
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12

に
う

つ
し

て
左
右

に
わ

か

つ
道

俗

こ
と
な

り
と

い

へ
と
も

愚
身

こ
れ

ひ
と

つ
な

り
寄

の
か
す
を

四
十

八

に
さ
た

む
る

こ
と
は
彼

弥
陀
本

願

に

な

す
ら

へ
て
摂
取

不
捨

の
ち

か
ひ

な
と
た

の
む

ゆ

へ
な
り

子
孫

の
た
め

に
し

て
こ

れ
を
し

る
す

外
人

の
た

め

に
し

て

こ
れ
な

と
し

る
さ
す

な

か
き

よ

の

か
た

み

に
も

ち

ゐ
て
反
古

に
し
よ
す

る

こ
と

な

か
れ
と

い
ふ
こ
と
し

か
り

 
 

 
 

 
 

(四
行
分

空
白

)

*

一
番

*左

鳥*

(半

丁
分

空
白

)

 著 帽

 た 子

 る 狩

_男 衣

人

僧*

 

早
春
梅

】

人

は
る
さ

む
き

こ
す

ゑ
は

ゆ
き

に
う

つ
も

れ
て

さ

か
ぬ
も

ま

か
ふ
軒

の
む
め

か
え

 

 
右

 

 
海
辺
霞

う

ら
人

の
あ
し

わ
け
を

ふ
ね

こ
き

い
て

〉

さ
は
る

か
た
な

く
か
す

む

は
る

か
な

」」

δ

」」

二

」

 

二
番

 

 
 

左

 

 
浦

霞

3

あ

ま
人

の
た

つ
る

け

ふ
り
は

み
え

わ

か
て

 

か
す

み

に
は
る

の
も
し

ほ
や

き
け

る

 

 
 

右

 

 
花

似
雪

4

時
し

ら
ぬ

は
な

の
雪

ふ

る
こ

の

こ
ろ

は

 

よ
し

野
も

ふ
し

の
山
と

み
え

け
り

 

三
番

 

 
 

左

 

 
故

寺
花

5

か

つ
ら
き

や
と
よ

ら

の
さ
く

ら
さ

き

に
け
り

 

か
す

み

の
に
し

に
か

〉
る
し

ら
雲

 

 
 

右

 

 
山

路
春

行

6

す
ゑ

に
み

し
雲

を

こ

》
う

に
わ
け

と

め
て

 

は
な

に
さ

た
む

る
春

の
や
ま

こ
え

 

四
番

 

 
 

左

 

 
題
同

7

た

つ
ね

い
る
山
ち

や

ふ
か
く

な
り

ぬ
ら

む

 

あ

と
よ
り

を
く

る
花

の
し
た

風

 

 
 

右

 

 
山
家

花

8

や
ま

さ
と
を

さ

ひ
し
き

も

の
と

お
も

ひ
し

は

 

花

み
ぬ
ほ

と

の
こ

〉
う
な
り

け
り

 

五
番

 

 
 

左

 

 
海

上

春
望

9

と
を

し
ま

の

一
木

の
松

に
ゐ
る
く

も
を

 

花

か
と

み
て
や

か

へ
る

か
り

か
ね

」

一
二

」」

三
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右

 

 
河
落

花

10

お
ほ

ゐ
河

み
き

は
も

し
ろ
く

は
な

ち
れ

は

 

は
る
も

か
れ

た
る

あ
し

の
む

ら
た

ち

 

六

番

 
 

 

左

 

 
春

夜
雨

11

お
ほ

ろ
な

る
な
ら

ひ
を

か

こ

つ
春

の
よ

の

 

あ

め

さ

へ
か
す
む

あ
り

明

の
は
て

 
 

 

右

 

 
三
月

尽

12

な

こ
り

な
く
心

も

つ
き

て
か
な

し
き

は

 

い
ま
を

か
き

り

の

い
り
あ

ひ
の
春

 

七
番

 
 

 

左

 

 
海

辺
早

夏

13

な

に
は
江

や
あ

し
屋

の
軒

の
ひ
ま
を

な
み

 

ふ

か

ぬ
に
し

け
る
夏

は
き

に
け

り

 
 

 

右

 

 
杜
郭

公

14

み

ち

の

へ
の
も

り

の
こ
す

ゑ

の
ほ
と

〉
き
す

 

ま

た
ぬ

に
な

の
る
あ

め

の
た
そ

か
れ

 

八
番

 
 

 

左

 

 
水

郷
夏
望

15

夏
な

か
ら

こ
ほ

る

と
み
え

て
月

か
け

の

 

す

〉
し
く

〉
た

る
う

ち

の
河

ふ
ね

 
 

 

右

 

 
夏

草

16

庭

し

け
き

く
さ

は

の
し
た

の

み
ち
た
え

て

 

と
は

ぬ
人

め
は
夏

も

か
れ

け
り

 

九
番

」」

西

 

 
 

左

 

 
夕

立

17

ゆ
ふ

た
ち

の
む

か
は

ぬ
か
た

は

み
ね
は
れ

て

 

日

か
け

わ
け

た
る
遠

山

の

い
ろ

 

 
 

右

 

 
納

涼

18

し

け
り
あ

ふ
庭

の
木

か
け

の
夕

つ
ゆ

に

 

み
さ
り

し
秋

を
さ

そ
ふ
風

か
な

 

十
番

 

 
 

左

 

 
初

秋

19

は

つ
あ

き

の
雲

間

の
山

の
あ
ま

そ

、
き

 

は
る
れ

は
す

〉
し

み
か
月

の

か
け

 

 
 

右

 

 
月
前

風

20

む

ら
く
も

の
風

に
わ

か

る

〉
山

か

つ
ら

 

か
け
は
な

れ

て
も
す

め
る
月

か
な

 

十

一
番

 

 
 

左

 

 
嵐
吹

月

21

ふ

き
か

へ
す
あ

ら
し

に
さ

よ
や

ふ
け

ぬ
ら
ん

 

く

も

に
ち
か

ひ
て
す

め

る
月

か
け

 

 
 

右

 

 
故

郷
月

22

あ

れ
わ
た

る
軒

の
板
間

に
か
け

も
り

て

 

月

さ

へ
こ
け

の
こ
ろ

も
き

て
け

り

 

十

二
番

 

 
 

左

 

 
山
路

月

23

ふ

か
き
よ

に
山

ち

の
月

の
を
く

ら
す

は

 

つ
ら

か
り

ぬ

へ
き
た

ひ

の
そ

ら

か
な

 

 
 

右

 

 
題
同

」」

蓋

」
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24

を

の

つ
か

ら
山

ち
の
す

ゑ

に
わ
け

い
て

〉

 

月

に
む
か

へ
は
あ

く
る
空

か
な

 

十

三
番

 

 

 

左

 

 
海

辺
月

25

月

の
ゆ
く

か
き

り
も

さ
ら

に
し
ら
な

み

の

 

ま

ね
き
も

と
め

ぬ
ま

つ
ら
さ

よ
ひ

め

 

 

 

右

 

 
題
同

26

い
さ
り
火

の
け

ふ
り
き

よ

み
の
う

ら
風

に

 

月

よ
り
外

は
よ

る
な

み
も
な

し

 

十

四
番

 

 

 

左

 

 
八
月
十

五
夜

27

さ
や

か
な

る
秋

も

こ
よ

ひ

の
中

空

に

 

く
も

を
は

み
せ

ぬ
月

の
か
け

か
な

 

 

 

右

九

月
十

三
夜

28

う

き
こ
と

を
わ

す
れ

て
そ

み
る
秋

の
月

 

な

み
た

の
ひ
ま

や

こ
よ
ひ
な

る
ら

ん

 

十

五
番

 

 

 

左

 

 
海

辺
梼
衣

29

こ
ろ
も
う

つ
う

ら

の
と
ま
や

に
秋

ふ
け

て

 

よ

さ
む

に
な
り

ぬ
や

へ
の
し
ほ
風

 

 

 

右

 

 
暮
秋

露

30

行
あ

き

の
お
花

か
袖

は
月
も

な
し

 

を

の
れ
そ

の
こ
る

つ
ゆ

の
ほ

の
く

 

十
六
番

 
 
 

左
 
 
冬
山
月

」

=
ハ

」

31

か
さ

こ
し

の
み
ね

た
ち

の
ほ

る
う
き
雲

の

 

時
雨

の
う

へ
や
月

の

か
け
は
し

 
 

 

右

 

 
山

初
雪

32

さ
と

ま
て

は
を
く

ら

ぬ
雲

の
と
た

え

に
て

 

と
を

や
ま

は
か
り

み

ゆ
る

は

つ
ゆ

き

 

十

七
番

 
 

 

左

 

 
行
路

雪

33

ゆ
き
な

や

み
あ
ら

し

に
や
と

を
か

る
も

か
く

 

ゐ
な

の

〉
雪

の
さ

む
き

夕
く

れ

 
 

 

右

 

 
旅
宿

雪

34

た

ひ
人

の
か
り
ね

の

と
こ

に
雪

つ
み

て

 

た

〉

一
夜

な
る
冬

こ
も

り

か
な

 

十

八
番

 
 

 

左

 

 
海
辺

雪

35

あ

と
お
し

む
な

ら

ひ
も
し

ら
し

ふ
る
雪

の

 

つ
も

ら

ぬ
な

み
に
う

か
ふ
舟

人

 
 

 

右

 

 
窓
雪

36

く

れ
竹

の
ま

と
の

ひ
ま
も

る
や

ま
か

せ

に

 

人
も

あ

つ
め

ぬ
雪

の
さ
む

け
さ

 

十
九

番

 
 

 

左

 

 
初
逢

恋

37

い
た

つ
ら

に
す

き
し

は
夢

の
日
数

に
て

 

こ
よ

ひ
そ
む

か
ふ
袖

の

お
も

か
け

 
 

 

右

 

 
旅
宿

夢

38

草
枕

ひ
と
よ

の
な

こ
り
あ

と

た
え

て

」

一七

」」

天
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あ

く

る
を

い
そ

く
ゆ

め

の
山

こ
え

 

廿

番

 

 

 

左

 

 
寄

月

恋

39

う

ら

み
わ

ひ
お
も

ひ

た
え

に
し
そ

の

こ
ろ

の

 

月

に
む
か

へ
は
う

か

ふ
お
も

か

け

 

 

 

右

 

 
月
前

述
懐

40

し

つ
か
な

る
こ

〉
ろ

の
う

ち
の
あ

ら
ま

し

に

 

い
く

た
ひ

か
み
し

さ

ら
し
な

の
月

 

廿

一
番

 

 

 

左

 

 
夕

待
恋

41

ま

つ
ほ
と
は

な
く

さ

む
こ
と

も
あ

る

へ
き

に

 

な

み
た

ゆ
る

さ

ぬ
わ

か
ゆ

ふ

へ
か
な

 

 

 

右

 

 
述

懐

42

野

も
山

も
く

る
し

き
ま

て
は

た

つ
ね
き

ぬ

 

た

れ

に
う

き
世

の
ほ

か
を
と

は
ま

し

 

廿

二
番

 

 

 

左

 

 
冬

恋

43

雲

そ
う

き
色

に
は

み

せ
ぬ
わ

か
そ

て
も

 

し

く
る

と
人

に
し

ら
れ

ぬ
る

か
な

 

 

 

右

 

 
山

路

44

い
か

に
し

て

こ
ゆ

へ
き

み
ち

の
末

な
れ

は

 

雲

に

ひ
と
し

き
山

の

み
ゆ
ら

ん

 

廿

三
番

 

 

 

左

 

 
暁

別
恋

45

し

は
し
と

も
と

〉
め

か
た
し

や
な
く

と
り

の

」」

一九

 

わ

か
れ
を

つ
く

る

こ
ゑ
く

の
さ

と

 

 

 

右

 

 
山
家

46

世

中

の
う

か
り

し
や
と

を

お
も
ふ

に
は

 

ふ
か

き
も
あ

さ

き
山

の
お
く

か
な

 

廿

四
番

 

 

 

左

 

 
社
頭
鐘

47

今

は

と

て
も

よ

ほ
す

か
ね

の
お
と

こ
や
ま

 

神

代

の
月

の
あ

け
か
た

の
空

 

 

 

右

 

 
社
頭
松

48

神

か

き

に
み

つ
の
く
ら

ゐ
や

を
く

る
ら
ん

 

く

も

ゐ

の
風

の
か
よ

ふ
松

か
な

 

 

 
 

 

 

 
(
二
行

分
空

白
)

(半
丁
分
空
白
)

右

一
冊
以
細
野
図
書
頭
為
景

本
書
写
校
合
畢
干
時

寛
永
廿
年
七
月
下
旬

」」

二
〇

」」

三

校

異

【序

】
i

ナ

シ

(松
)

【
序
題

】

ナ

シ
ー

定
家

卿
自

歌

合

(類

・
東

)

*
前

後

に
1

前

後

(中

・
宮

・
類

・
東

)

*
又
ー

ナ

シ

(中

・
宮

・
類

・

東

)

*
こ

と
な
り
ー

こ
と
り

(宮
)

*
か
す
を
1

数

(類

・
東

)

*
四
十

一66一



八

に
1

四
拾

八

(書
)

*
本

願
-

至
願

(内

)

*
な
と

た

の
む
ー

な

と

〉

の
む

(中

)

*
外

人

の
た

め

に
し

て
ー

外
人

の
た
め

に

(中

・
宮

・
類

・

東

)
*
こ
れ
な

と
し

る
さ

す
ー

こ
れ
を

し

る
さ

す

(内

)
是

し
る
す

(書

)

*
鳥
帽

子

狩
衣
著

た

る
男

一
人
ー

ナ

シ

(松

・
書

・
内

・
中

・
宮

・
類

・

東

)

*
僧

一
人
ー

ナ

シ

(松

・
書

・
内

・
中

・
宮

・
類

・
東

)

【内

題
】

ナ

シ
ー

謂
合

(松

)

四
拾

八
首
之

歌
合

 
定

家
卿

(書

・
内
)

四
拾

八
首

寄
合

 
定
家

卿

(中

・
宮
)
四
十

八
首

調
合

 
定
家

(類

・
東
)

*

一
番
-

一
首

(東
)

1

*
さ

む
き
ー

さ
む

く

(松

)

*
さ

か

ぬ
も
ー

咲

ぬ
も

(内

)

*
ま
か

ふ

ー

ま
よ

ふ

(中

) 

2

*
こ
き
ー

つ
き

(東

) 

3

*
か
す

み

に
ー

霞

そ

(松

・
書

・
内

・
宮

・
類

・
東
)

*
や
き

け
る
ー

た
き

け
り

(松
)
 

4

*
し
ら

ぬ
ー

み
え
ぬ

(松
) 

6

*
山

路
春

行
-

山
路
旅

行

(類

・
東
)

*
す
ゑ

に
ー

そ

れ
と

(松

)

*
や
ま

こ
え
i

山
踏

(内

) 

7

*
題

同
-

同

題

(松

・
書

・
内

・
中

・
宮

・
類

・
東
)

*
を
く

る
ー

お

つ
る

(松
)

 

8

*
や

ま
さ

と
ー

山

ま

と

(類

・
東

) 

9

*
く
も

を
1

雲

の

(宮
)

 

10

*
は
る
1

雲

(松

) 

11

*
な

ら

ひ
ー

な

か
ら

ひ

(書

)

*
は

て
ー

そ

ら

(松

) 

12

*
春
ー

か
ね

(中

・
類

・
東
) 

13

*
海

辺
早
夏
ー

河

辺

早
夏

(類

・
東

)
*
あ

し
屋

の
軒
1

あ
し

の
軒

は

(中

・
宮

・
類

・
東

)

*
ふ
か

ぬ
に
ー

ふ
か

ぬ
も

(東
) 

14

*
ほ

》
と
き
す
-

時

雨

(中

)

*

ま
た

ぬ
1

行

ぬ

(松

) 

15

*
こ
ほ

る
1

氷

(松

・
内

)

こ
ゆ

る

(類

・

東

)

*
す

〉
し

く

〉
た
る
ー

す

》
し
く

わ

た
る

(松
) 

16

*
し

け
き
ー

し
け

み

(松

)

*
か
れ
け

り
ー

か
れ

け

る

(中

) 

17

*
む
か
は

ぬ
ー

む

か
は
む

(宮

・
類

・
東

)
*
日

か
け
わ

け
た

る
1

日

の
か
け

う

つ
る

(内
)

 

18

*
あ

ふ
ー

そ

ふ

(類

・
東
) 

19

*
は

つ
あ
き

の
1

初

秋
を

(中

)

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

風
か

 

20

*
月

前

風
!

花

前

風

(中
)

*
風

に
1

月
に

(類

・
東

) 

21

*
月

か
け
ー

月

か
な

(宮

) 

22

*
故

郷

月
-

故
郷

(書
)

*
板

間

に
1

板

間

の

(中

・
宮

・
類

・
東

) 

23

*
ふ
か
き

よ

に
i

深

る
夜

に

(松

)
深

き

夜

の

(類

・
東

) 

24

*
題
同
-

同

題

(松

・
中

・
宮

・
類

・
東

) 

25

*
月

の

ゆ
く
ー

行

月

の

(
中
)

*

ま

つ
ら

さ

よ

ひ
め
1

松

の

さ
よ

ひ
め

(松

) 

26

*
題
同
ー

同

題

(松

・
中

・
宮

・
類

・
東

)

*
外

は
1

外

に

(松

) 

28

*
わ
す

れ

て
そ
ー

わ
す

れ

て
も

(中

)

*
ひ

ま
や
ー

ひ

ま
そ

(松

)

*
な

る
ら
ん
ー

よ
る
ら

ん

(書
)
 

29

*
う

ら

の
と
ま

や
1

浦

の

芦

屋

(書

)
そ

ら

の
藍

屋

(内

) 

30

*
暮

秋
露
ー

ナ

シ

(東

)

*
袖

は

ー

す

ゑ
は

(松

)

*
月
も
ー

露

も

(松
) 

31

*
か
さ
こ

し
ー

か
せ

こ
し

(書

)
風

こ
し

(松

・
内

・
中

・
宮

・
類

・
東

)

*
う

き
雲

の
ー

う

き
雲

を

(類

・
東

V 

32

*
山
初

雪
-

初

雪

(中
)

*
と
た

え

に

て
ー

と
た

え

し

て

(
松

) 

34

*

一
夜

1

ひ

と

り

(
内
)
 

35

*
う

か

ふ
ー

か
よ

ふ

(松

・
書

・
内

・
中

・
宮

・
類

・
東

) 

36

*
さ
む

け

さ
ー

さ

む
け

き

(中

) 

37

*

い
た

つ
ら
ー

い

つ
は
り

(中

・
宮

・
類

・
東

) 

38

*
旅

宿

夢
ー

旅
宿

恋

(類

・
東
)

*
ゆ

め

の
山

こ

え
1

夢

の

[ 

]

〈
空

格

部
分

に
朱

の
不
審

紙

貼
付

〉

(内

)
 

39

*
う

か

ふ
ー

う
か

む

(中

・
類

・

東

)

う
ら

む

(宮

) 
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